第６学年 単元別学習内容一覧

	1　対称な図形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	線対称・点対称について理解し，それらの図形の性質を調べたり，かいたりできる。

・対称図形について調べたり，つくったりしようとする。
・対称図形を折ったり，180°回転させたときに重なる点や直線について考え，説明することができる。
・対称図形の性質に基づいて，対称図形をかくことができる。
・対称図形について知り，その性質を理解している。
	10時間
2学期制：4月上旬～下旬
3学期制：4月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	8～11
	1
	○対称図形に関心をもつ
	・身近な形の対称性の観点での弁別による図形の学習への動機づけ
	(関)身近な形を対称性に着目して弁別することを通して，対称図形に関心をもつ

	①線対称
	12～13
	2
	○線対称の意味を理解し，対称の軸をみつけることができる。
	・線対称な図形の意味
【線対称，対称の軸】
	(技)(知)線対称の意味を理解し，対称の軸をみつけることができる。

	
	14
	3
	○線対称な図形の性質を調べる。
	・線対称な図形の性質
	(考)(知)線対称な図形の性質を調べることができる。

	
	15
	4
	○線対称の性質に基づいて，線対称な図形をかく。
	・線対称な図形の作図
	(技)線対称の性質に基づき，線対称な図形をかくことができる。

	②点対称
	16～17
	5
	○点対称の意味を理解し，対称の中心をみつけることができる。
	・点対称な図形の意味
【点対称，対称の中心】
	(技)(知)点対称の意味を理解し，対称の中心をみつけることができる。

	
	18
	6
	○点対称な図形の性質を調べる。
	・点対称な図形の性質
	(考)(知)点対称な図形の性質を調べることができる。

	
	19
	7
	○点対称の性質に基づいて，点対称な図形をかく。
	・点対称な図形の作図
	(技)点対称の性質に基づき，点対称な図形をかくことができる。

	③多角形と対称
	20～21
	8 
	○多角形を対称の観点で調べ，その性質をみつける。
	・四角形，三角形，正多角形などの基本図形を対称性に着目して考察すること
	(考)(知)多角形を対称の観点で調べ，その性質をみつけることができる。

	④鏡を使って
	22～23
	9
	○鏡を使って線対称な図形をいろいろつくる。
	・鏡を使った線対称な図形の考察
	(関)(技)鏡を使って線対称な図形をいろいろつくることができる。

	たしかめましょう
	24～25
	10 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　わくわく算数学習

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	階段状の図形の面積の求め方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：4月下旬
3学期制：4月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	26～29
	1
	・階段状の図形の面積の求め方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	30～31
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月下旬
3学期制：4月下旬


	2　文字と式

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	文字のよさを理解し，文字を使って数量の関係を式に表したり，式をよんだりできる。

・文字を使って，数量の関係を式に表そうとする。
・文字の役割を理解し，文字を使って式に表すことのよさがわかる。
・文字を使って，数量の関係を式に表すことができる。
・文字を使って，数量の関係を式に表す仕方を理解している。
	6時間
2学期制：4月下旬～5月上旬
3学期制：4月下旬～5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	32
	1
	○数量の関係をx，yを使って式に表し，数をあてはめて調べる。
	・文字を使うことの意味と学習の動機づけ
	(関)文房具を買う場面から，文字を使った式に関心をもつ。

	①文字を使った式
	33
	
	
	・数量の関係をx，yを使って式に表し，数をあてはめて調べること

【xの値，yの値】
	(考)(技)数量の関係をx，yを使って式に表し，数をあてはめて調べることができる。

	
	34～35
	2
・
3
	○ x，yを使った式で，xの値に対応するyの値やyの値に対するxの値を求める。
	・x，yを使った式で，xの値に対応するyの値やyの値に対するxの値を求めること
	(技)x，yを使った式で，xの値に対応するyの値やyの値に対するxの値を求めることができる。

	②式のよみ方
	36
	4
	○式を見て具体的な場面を想起し，説明する。
	・文字を使った式をみて，具体的な事象を考えること
	(考)式を見て具体的な場面を想起し，説明することができる。

	
	37
	5
	○式をいろいろな視点で考察し，どう考えたかを説明する。
	・文字を使った式の意味をいろいろ考察すること
	(考)式をいろいろな視点で考察し，どう考えたかを説明することができる。

	たしかめましょう
	38
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	39
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	3　分数×分数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分数をかけることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。

・分数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・分数をかける計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。
・分数をかけることの意味を理解し，計算することができる。
・分数をかけることの意味や計算の仕方を理解している。
	12時間
2学期制：5月中旬～下旬
3学期制：5月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)


	40
	1
	○分数をかける計算に関心をもつ。
	・ペンキ塗りによる分数をかける計算の動機づけ
	(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数をかける計算に関心をもち，その意味を理解する。

	①分数をかける計算
	41
	
	○分数をかけることの意味を知り，立式ができる
	・分数をかけることの意味
	(技)(知)分数をかけることの意味を知り，立式ができる。

	
	42
	2
	○単位分数をかける計算の仕方を考える。
	・単位分数をかける計算の仕方
	(考)(技)単位分数をかける計算の仕方を考えることができる。

	
	43
	3
	○分数をかける計算の仕方を考え，まとめる。
	・分数をかける計算の仕方
	(考)(技)分数をかける計算の仕方を考え，まとめることができる。

	
	44
	4
	○整数を分母が1の分数とみたり，帯分数を仮分数に直して，分数のかけ算をする。
	・分数の乗法（整数，帯分数を含む）
	(技)整数を分母が1の分数とみたり，帯分数を仮分数に直して，分数のかけ算ができる。

	
	45
	5
	○約分を含む分数のかけ算の計算をする。
	・分数の乗法（約分有）
	(技)約分のある分数のかけ算では，約分ができる。

	
	46
	6
	○逆数について知り，分数，整数，小数の逆数を求める。
	・逆数の意味と求め方
【逆数】
	(技)(知)逆数について知り，分数，整数，小数の逆数を求めることができる。

	
	47
	7
	○乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断する。
	・乗数と積の大小関係
	(技)(知)乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断できる。

	
	48
	8
	
	・練習
	

	②分数のかけ算を使って
	49
	9
	○分数倍の意味を振り返り，分数倍の計算をする。
	・分数倍の意味とその計算
（第1用法，第2用法）
	(技)(知)分数倍の意味を振り返り，分数倍を使って計算ができる。

	
	50～51
	10
・
11
	○長さが分数の場合の面積や分数で表わされた時間の計算をする。
	・長さが分数の長方形・正方形の面積
・分数で表された時間の計算
	(考)(技)長さが分数の場合の面積や分数で表わされた時間について考え，計算ができる。

	たしかめましょう
	52
	12 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	53
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	4　分数÷分数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分数でわることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。

・分数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・分数でわる計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。
・分数でわることの意味を理解し，計算することができる。
・分数でわることの意味や計算の仕方を理解している。
	10時間
2学期制：6月上旬～中旬

3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	54
	1
	○分数でわる計算に関心をもつ。
	・ペンキ塗りによる分数でわる計算の動機づけ
	(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数でわる計算に関心をもち，その意味を理解する。

	①分数でわる計算
	55
	
	○単位分数でわることの意味を知り，立式ができる。
	・単位分数でわることの意味
	(技)(知)単位分数でわることの意味を知り，立式ができる。

	
	56
	2
	○単位分数でわる計算の仕方を考える。
	・単位分数でわる計算の仕方
	(考)(技)単位分数でわる計算の仕方を考えることができる。

	
	57
	3
	○分数でわることの意味と計算の仕方を理解する。
	・分数でわることの意味と計算の仕方
	(技)分数でわることの意味を知り，計算ができる。

	
	58
	4
	○帯分数を仮分数に直したり，整数を分母が1の分数とみて，分数のわり算をする。
	・分数の除法（帯分数，整数を含む）
	(技)帯分数を仮分数に直したり，整数を分母が1の分数とみて，分数のわり算ができる。

	
	59
	5
	○除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断する。
	・除数と商の大小関係
	(技)(知)除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断できる。

	
	60
	6
	
	・練習
	

	②分数のわり算を使って
	61
	7
	○分数倍や分数で表わされた時間の計算をする。
	・分数倍の計算（第3用法）
・分数で表わされた時間の計算
	(技)(知)分数倍や分数で表わされた時間を使って計算ができる。

	
	62
	8
	○小数や整数を含む乗除混合計算を1つの分数の形にまとめる。
	・小数や整数を含む乗除混合計算を分数の形にまとめること
	(考)(技)小数や整数を含む乗除混合計算を1つの分数の形にまとめることができる。

	
	63
	9
	○交換法則，結合法則，分配法則が分数についても成り立つことを理解する。
	・分数に関する計算のきまり
	(考)(知)交換法則，結合法則，分配法則が分数についても成り立つことを確かめ，理解する。

	たしかめましょう
	64
	10 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	65
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬


	5　円の面積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	見当づけや操作活動を通して円の面積の公式を導き，円の面積を計算で求めることができる。
・円の面積に関心をもち，進んで求めようとする。
・円の面積の求め方をいろいろ考えることができる。
・公式を使って円の面積を求めることができる。
・円の面積の求め方及び公式について理解している。
	5時間
2学期制：6月中旬～下旬
3学期制：6月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	66
	1
	○既習の図形との対比を通して，円の面積の求め方に関心をもつ。
	・既習の図形との対比による円の求積への動機づけ
	(関)既習の図形との対比を通して，円の面積の求め方に関心をもつ。

	
	67
	
	○円に内接する正方形と外接する正方形を考えて円の面積の見当をつける。
	・円の面積を見当づけること
	(考)円に内接する正方形と外接する正方形を考え，円の面積の見当をつけることができる。

	
	68～69
	2
	○方眼紙にかいた円のマス目を数えておよその面積を求める。
	・方眼を使った円の面積の概測
	(技)方眼紙に円をかき，マス目を数えておよその面積を求めることができる。

	
	70～71
	3
	○円をいくつかのおうぎ形に分割して並べ替え，円の面積の公式を導く。
	・円の面積の求め方と公式
	(考)円をいくつかのおうぎ形に分割して並べ替え，円の面積の公式を導くことができる。

	
	72～73
	4
	○円の面積の公式を用いて，いろいろな面積を求める。
	・円の面積の公式をつかった求積
	(考)(技)円の面積の公式をつかって，いろいろな面積を求めることができる。

	たしかめましょう
	74～75
	5
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	76～77
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	6　比とその利用

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	比の意味を理解し，それを用いて2量の割合を表すことができる。また，等しい比について知る。

・比について関心をもち，いろいろ調べたり，使ったりしようとする。　
・比を割合と関連づけてとらえることができる。
・数量の関係を比に表したり，比を使って問題を解決することができる。
・数量の関係を比に表したり，問題解決に利用する仕方を理解している。
	9時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①比と比の値
	78～80
	1
	○比の意味とその表し方を理解する。
	・ドレッシングづくりによる比の学習への動機づけ
・比の意味とその表し方
【：，比】
	(関)ドレッシングづくりを通して，2量の割合の表し方に関心をもつ。
(知)比の意味とその表し方を理解している。

	
	81
	2
	○比の値について知り，比と比の値の関係を理解する。
	・比の値の意味，小数・分数の比
【比の値】
	(技)(知)比の値について知り，比と比の値の関係を理解する。

	②等しい比
	82～83
	3
	○比が等しいことの意味を理解し，その性質を調べる。
	・比が等しいことの意味と比の性質
	(考)(知)比が等しいことの意味を知り，その性質を調べることができる。

	
	84
	4
	○比の両項に同じ数を乗除して，等しい比をつくる。
	・比を簡単にすること
	(技)比の両項に同じ数を乗除して，等しい比をつくることができる。

	
	85
	5
	○小数や分数を含む比や比の値について理解する。
	・小数や分数を含む比と比の値
	(考)(技)小数や分数を含む比や比の値について考えることができる。

	
	86
	6
	
	・練習
	

	③比を使った問題
	87
	7
	○比と一方の値を知って，他方の値を求める。
	・比の一方の値をもとめること
	(考)(技)比と一方の値を知って，他方の値を求めることができる。

	
	88
	8
	○比を使って全体をきまった比に分ける。
	・全体をきまった比に分けること
	(考)(技)比を使って全体をきまった比に分けることができる。

	たしかめましょう
	89
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・分数の乗除の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	90～91
	1
	・水について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	◎　場合をあげて調べて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合をみつけることができる。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合をみつけようとする。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合について説明することができる。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合をみつけることができる。
・順序よく調べていくのに適切な表のかき方を理解している。
	2時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	92～93
	1

・
2
	○数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合をみつけることができる。
	・数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合をみつけること。
	(考)(技)数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合をみつけることができる。


	◎　夏休みの算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)

(技)
(知)
	鏡を立てて見える形調べをきっかけに，算数の自由研究をする。
・鏡を立てて見える形に関心をもち，自分でも算数の自由研究をしようとする。
・鏡を立てて見える形の研究の動機や工夫して考えたことに着目できる。
・自分で考えながら算数の自由研究をすることがができる。
・算数の自由研究の仕方を理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	94～95
	1
	・自分で考えながら算数の自由研究をする。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	96～99
	・コラム「昔の教科書」

・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	7　図形の拡大と縮小

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	拡大・縮小について理解し，それらを使って図をかいたり，実際の長さなどを測定したりすることができる。
・拡大図や縮図に関心をもち，それらを身の回りからみつけようとする。
・拡大図や縮図で，対応する辺の長さや角の大きさの関係を見出すことができる。
・拡大・縮小の性質を使って，拡大図や縮図をかくことができる。
・拡大図・縮図の対応する辺の長さや角の大きさについての性質を理解している。
	9時間
2学期制：7月下旬～9月中旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	100～101
	1
	○拡大・縮小の意味を理解する。
	・ヨットの図の比較による拡大・縮小の学習への動機づけ
・拡大，縮小の意味
【拡大する，縮小する】
	(関)ヨットの図の比較を通して，拡大・縮小の学習に関心を持つ。
(知)拡大・縮小の意味を理解している。

	①拡大図と縮図
	102～103
	2
	○拡大図・縮図の性質を調べる。
	・拡大図，縮図の意味とその性質
【拡大図，縮図】
	(考)(知)拡大図・縮図について知り，それらの性質を調べることができる。

	②拡大図と縮図のかき方
	104～105
	3
	○方眼紙を使って拡大図や縮図をかく。
	・方眼紙を使った拡大図，縮図のかき方
	(技)拡大・縮小の性質を使って，方眼紙に拡大図や縮図をかくことができる。

	
	106～107
	4
・
5
	○方眼紙を使わないで，三角形や四角形の拡大図・縮図をかく。
	・方眼紙を使わずに，三角形，四角形の拡大図・縮図のかき方を考えること
	(考)(技)方眼紙を使わない三角形や四角形の拡大図・縮図のかき方を考えることができる。

	
	108～109
	6
	○1点を中心とした拡大図や縮図をかく。
	・1つの点を中心とした拡大図，縮図のかき方
	(考)(技)1点を中心とした拡大図や縮図のかき方を考えることができる。

	③縮図の利用
	110～111
	7
	○縮図を使って，実際の長さなどを求める。
	・縮図を利用した距離や高さの測定
	(技)(知)縮図を見て実際の距離を求めたり，縮図をかいて木の高さを求めたりすることができる。

	
	112
	8
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	113
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　算数実験室

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	縮図を使って，木の高さなどを求める。

・実際の木の高さを，測定版を使って調べようとする。
・縮図を利用して木の高さを測ることを考えることができる。
・測定版で測定し，縮図をかいて実際の木の高さを求めることができる。
・縮図や測定版の利用の仕方を理解している。
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	114～115
	1
	・縮図を使った，木の高さなどの測定


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	116～117
	・コラム「昔の教科書」

・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	8　速さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	速さの意味を知って速さ，道のり，時間を求めることができ，それらの関係を理解する。
・速さについて関心をもち，問題解決に生かそうとする。
・速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。
・速さの意味や表し方を知り，速さ，道のり，時間を求めることができる。
・速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：9月中旬～10月上旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

	118～119
	1
	○距離と時間の一方をそろえて，速さの比較をする。
	・動物の速さ比べによる速さの学習への動機づけ
・基準量を変えて，1通りで考えること
	(関)どの動物が一番速いかを考えることで，速さに関心をもつ。
(技)距離と時間の一方をそろえて，速さの比較ができる。

	
	120
	2
	○速さの意味を知り，計算で求める。
	・速さの意味と求め方
【時速，分速，秒速】
	(技)(知)速さの意味を知り，計算で求めることができる。

	
	121
	3
	○速さと時間から，道のりを求める。
	・道のりの求め方
	(技)速さと時間から，道のりを求めることができる。

	
	122
	4
	○道のりと速さから時間を求める。
	・時間の求め方
	(技)道のりと速さから時間を求めることができる。

	
	123
	5
	○時速・分速・秒速の関係を理解する。
	・時速・分速・秒速の関係
	(考)(技)時速・分速・秒速の関係を理解し，それぞれの変換ができる。

	
	124
	6
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	125
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　変わり方を調べて(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	2つの量の関係を表にかき，変わり方のきまりをみつけて，問題を解決することができる。
・2人が何分後に出会ったり追いついたりするかについて考えようとする。
・2人の間の距離や速さを考えて，変わり方のきまりをみつけることができる。
・2人が何分後に出会ったり追いついたりするかを表にかいて求めることができる。
・表を使ったきまりのみつけ方について理解している。
	2時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	126～127
	1

・
2
	○2つの量の関係を表にかき，変わり方のきまりをみつけて，問題を解決する。
	・出会い算，追いつき算の問題
	(考)(技)2つの量の関係を表にかいて変わり方のきまりを的確にとらえ，問題を解決することができる。


	9　比例と反比例

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の関係を表にかいて調べ，比例や反比例の関係を使って問題解決ができる。
・伴って変わる2つの数量について関係を調べようとする。
・伴って変わる2つの数量の関係を調べる観点を考えることができる。
・伴って変わる2つの数量を表にし，比例や反比例の関係を見いだすことができる。
・伴って変わる数量の関係を表した表の見方を理解している。
	16時間
2学期制：10月中旬～11月上旬
3学期制：10月中旬～11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	128～129
	1
	○伴って変わる2つの数量について，関数的な見方に関心をもつ。
	・伴って変わる2つの数量の考察による比例・反比例への動機づけ
	(関)伴って変わる2つの数量を調べ，関数的な見方をしようとする。

	①比例
	130～131
	2
	○比例について理解し，その性質を調べる。
	・比例の意味と性質

【比例する】
	(技)(知)比例する2つの数量の関係について調べ，変化の関係や対応関係を理解している。

	
	132
	3
	○表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が比例しているかどうかを判断する。
	・比例の判断の仕方
	(考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が比例しているかどうかを判断することができる。

	
	133
	4
	○表から2つの数量の関係を見いだし，比例の式に表す。
	・比例の式表示
	(考)(技)表から2つの数量の関係を見いだし，比例の式に表すことができる。

	
	134～135
	5
	○比例のグラフが原点を通る直線になることを理解する。
	・比例のグラフのかき方と考察
	(技)(知)表から比例のグラフをかき，原点を通る直線になることを確かめることができる。

	
	136
	6
	○原点を通る直線になることを使って比例のグラフをかく。
	・比例のグラフが原点を通る直線になることを使ったグラフのかき方
	(考)(技)比例のグラフが原点を通る直線になることを使ってグラフをかくことができる。

	
	137
	7
	○身の回りから比例している事象をみつける。
	・身の回りから比例関係をみつけること
	(関)(技)身の回りから比例している事象をみつけることができる。

	
	138～139
	8
	○表，式，グラフを使って，比例していることを説明する。
	・表，式，グラフを使った比例していることの説明
	(考)表，式，グラフを使って，比例していることを説明することができる。

	
	140～141
	9
	
	・練習
	

	②比例を使って
	142～143
	10
	○比例の関係を使って，工夫して測定することができる。
	・比例関係に着目した板の枚数やくぎの本数などの求め方
	(考)比例の関係を使って測定の工夫をし，その測り方を説明することができる。

	③反比例
	144～145
	11
	○反比例について理解し，その性質を調べる。
	・反比例の意味と性質
【反比例する】
	(技)(知)反比例について理解し，その性質を調べることができる。

	
	146
	12
	○表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が反比例しているかどうかを判断する。
	・反比例の判断の仕方
	(考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が反比例しているかどうかを判断することができる。

	
	147
	13
	○表から2つの数量の関係を見出し，反比例の式に表す。
	・反比例の式表示
	(考)(技)表から2つの数量の関係を見出し，反比例の式に表すことができる。

	
	148～149
	14
	○反比例のグラフが直線にならないことを確認する。
	・反比例のグラフのかき方と考察
	(技)(知)表から点をとり，反比例のグラフが直線にならないことを確認することができる。

	
	150
	15
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	151
	16
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	152～153
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬


	10　立体の体積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	いろいろな柱体の体積を求めることができる。
・角柱や円柱の体積の求め方を考えようとする。
・角柱や円柱の体積の求め方を説明することができる。
・角柱や円柱の体積を求めることができる。
・角柱や円柱の体積の求め方を理解している。
	4時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	154～155
	1
	○直方体や三角柱の体積の求め方を底面積×高さと考えることができる。
	・いろいろな立体の体積の学習への動機づけ
・四角柱(直方体)，底面が直角三角形の三角柱の体積の求め方
【底面積】
	(関)いろいろな立体の考察を通して，体積について関心をもつ。
(考)(技)直方体や三角柱の体積の求め方を考え，底面積×高さという考え方に気づく。

	
	156
	2
	○角柱の体積を，底面積×高さと考えて求める。
	・角柱の体積の求め方と公式
	(考)(技)角柱の体積を底面積×高さと考えて，求めることができる。

	
	157
	3
	○円柱の体積を，底面積×高さと考えて求める。
	・円柱の体積の求め方と公式
	(考)(技)円柱の体積を底面積×高さと考えて，求めることができる。

	たしかめましょう
	158～159
	4
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	11　およその形と大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ものの概形をとらえて既習の形と関連づけ，およその面積や体積を求めることができる。
・概形をとらえて面積や体積を求めようとする。
・概形をとらえて面積や体積を求める方法を説明することができる。
・概形をとらえて面積や体積を求めることができる。
・概形をとらえた面積や体積の求め方を理解している。
	2時間
2学期制：11月中旬～下旬
3学期制：11月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	160～161
	1
	○概形をとらえ，既習の図形と関連づけて面積を概測する。
	・概形をとらえて面積を概測すること
	(技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけて面積を概測することができる。

	
	162
	2
	○概形をとらえ，既習の図形と関連づけて体積を概測する。
	・概形をとらえて体積を概測すること
	(技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけて体積を概測することができる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	163
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	12　資料の調べ方

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	資料のちらばり具合を，表やグラフに表して整理し，特徴をよみとる。
・資料の整理の仕方に関心をもち，表や柱状グラフを生かそうとする。
・資料の整理をするには表や柱状グラフへどのように表せばよいかを考えることができる。
・表や柱状グラフを使って資料の整理ができる。
・表や柱状グラフを使った資料の整理の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：11月下旬～12月上旬

3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	164
	1
	○資料の散らばり具合に関心をもつ。
	・資料のちらばりの考察と学習の動機づけ
	(関)(考)ソフトボール投げを通して，資料の散らばり具合に関心をもち，調べようとする。

	①資料の整理
	165
	
	○資料のちらばりの様子を数直線上に●をプロットして調べる。
	・数直線を使った，資料のちらばりの様子
	(技)資料のちらばりの様子を数直線上に●をプロットして調べることができる。

	
	166
	2
	○資料を度数分布表に整理する。
	・資料を度数分布表に整理すること
	(技)資料を度数分布表に整理することができる。

	
	167
	3
	○資料を柱状グラフに整理する。
	・資料を柱状グラフに表すこと
【柱状グラフ】
	(技)資料を柱状グラフに整理することができる。

	
	168
	4
	○同じ方眼紙に示された2つの集団のヒストグラムからそれぞれの特徴をよみとる。
	・表や柱状グラフによる2つの集団の特徴の比較
	(考)同じ方眼紙に示された2つの集団のヒストグラムからそれぞれの特徴をよみとることができる。

	
	169
	5
	○区間を変えて，ヒストグラムをわかりやすくする。
	・区間を変えてグラフをかくこと
	(技)区間を変えて，ヒストグラムをわかりやすくすることができる。

	②くふうされたグラフ
	170
	6
	○工夫されたグラフを見て，人口などの特徴をよみとる。
	・工夫されたグラフから人口のちらばりをよみとること
	(考)工夫されたグラフを見て，人口などの特徴をよみとることができる。

	たしかめましょう
	171
	7 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　変わり方を調べて(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)

(知)
	2つの数量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決することができる。
・2つの数量の変化の様子を表に表して，きまりをみつけようとする。
・表から変化の様子をよみとり，変化のきまりを考えることができる。
・2つの数量を変化させて，和や差に着目し，きまりをみつけて問題を解決することができる。
・表に示された2つの数量の和や差の意味を理解している。
	2時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	172～173
	1

・
2
	○2つの量について，変化の様子を的確にとらえ，きまりをみつけて，問題を解決する。
	・2つの量を変化させ，和や差に着目して解決する問題
	(考)(技) 2つの量について変化の様子を的確にとらえ，きまりをみつけて，問題を解決することができる。


	13　場合を順序よく整理して

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができる。
・図や表を使って，場合を順序よく整理して調べようとする。
・落ちや重なりがない方法を考えることができる。
・場合を順序よく整理して，落ちや重なりがないように調べることができる。
・場合の数を調べるための図や表の使い方を理解している。
	9時間
2学期制：12月上旬～下旬
3学期制：12月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①場合の数の調べ方
	174～175
	1
	○図や表を使って，選び方の数を求める。
	・場合を順序よく整理することへの学習の動機づけ
・選び方の数を求めること
	(関)チームの組み合わせを考えることを通して，場合の数の求め方に関心をもつ。
(考)(技)図や表を使って，選び方の数を求めることができる。

	
	176
	2
	○補集合の考えを使って，選び方の数を求める。
	・補集合の考えを使う選び方の数
	(考)(技)補集合の考えを使って，選び方の数を求めることができる。

	
	177
	3
	○全体の並べ方の数を考える。
	・全体の並べ方の数を考えること
	(考)(技)全体の並べ方の数を考えることができる。

	
	178
	4
	○部分の並べ方の数を考える。
	・部分の並べ方の数を考えること
	(考)(技)部分の並べ方の数を考えることができる。

	
	179
	5
	
	・練習
	

	②いろいろな場合を考えて
	180～181
	6
・
7
	○全部の場合を調べ，あてはまる場合をみつける。
	・場合を挙げて調べ，条件にあうものをみつける問題
	(考)(技)全部の場合を調べ，あてはまる場合をみつけることができる。

	
	182
	8
	○いろいろな場合について仲間に分け，問題を解決する。
	・いろいろな場合を，なかまに分けて考えること
	(考)(技)いろいろな場合について，仲間に分けて考えることができる。

	たしかめましょう
	183
	9 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	目的に応じて，適切な見積もりを工夫することができる。
・見積もりのよさを生かして，問題を解決しようとする。
・目的に応じた見積もりの工夫を考えることができる。
・目的に応じた見積もりの使い方を工夫することができる。
・目的に応じた見積もりの使い方を理解している。
	2時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	184
	1
	・切り上げや切り捨てによる乗法の見積もり

	
	185
	2
	・見積もりの工夫（special number）


	◎　みらいへのつばさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	震災に備えて備蓄することの大切さに気づき，備蓄計画を立てる。

・備蓄計画に関心をもち，備蓄計画にまつわる問題を解こうとする。
・1日に1人分の水や食料がどれだけ必要かを考えることができる。
・自分の家族について水や食料の備蓄計画の問題を解くことができる。
・物資を数量にとらえて備蓄計画を立てる仕方を理解している。
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	186～187
	1
	・震災に備えた備蓄計画


	◎　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	188～189
	1
	・チョコレートや出島に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	◎　割合を使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	全体を1と考え，割合の和を考えて解くことができる。
割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて解くことができる。
・割合のよさがわかり，割合を用いて問題を解決しようとする。
・全体を1として，それぞれの部分がどう表されるかを考えることができる。
・全体を１として，割合の和や積を考えて問題を解決することができる。
・全体を１として，割合の和や積を考えることの意味を理解している。
	3時間
2学期制：1月中旬～下旬
3学期制：1月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	190～191
	1

・
2
	○全体を1と考え，割合の和を考えて問題を解決する。
	・全体を1と考え，割合の和を考えて解く問題
	(考)(技)全体を1と考え，割合の和を考えて問題を解決することができる。

	
	192
	3
	○割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて問題を解決する。
	・割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて解く問題
	(考)(技)割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて問題を解決することができる。


	＊　復習・準備

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	193
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月下旬
3学期制：1月下旬


	14　量の単位

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	メートル法の単位のしくみについて調べ，いろいろな量の関係を理解する。
・いろいろな単位の関係について調べようとする。
・接頭語の意味に基づいて単位の関係を考えることができる。
・いろいろな単位の関係を理解し，単位の換算ができる。
・いろいろな量のの関係を理解している。
	5時間
2学期制：1月下旬～2月上旬
3学期制：1月下旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	194～195
	1
	○計器の選択を通して，単位の関係に関心をもつ。
	・適切な計器の選択による単位の選択と学習の動機づけ
	(関)計器の選択を通して，単位の関係について調べようとする。

	
	196～197
	2
	○単位の接頭語の意味を知り，何倍，何分の一の関係を理解する。
	・単位の接頭語の意味
	(知)単位の接頭語の意味を知り，何倍，何分の一の関係を理解する。

	
	198
	3
	○体積の単位kLを知り，kLとm3の関係を理解する。
	・体積の単位kL

・kLとm3の関係
【kL】
	(知)体積の単位kLを知り，kLとm3の関係を理解する。

	
	199
	4
	○重さの単位mgを知り，重さと体積の関係を理解する。
	・重さの単位mg
・重さと体積の単位の関係
【mg】
	(知)重さの単位mgを知り，重さと体積の関係を理解する。

	たしかめましょう
	200
	5 
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　6年のまとめ（算数パスポート）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	201～221
	1　数と量
2　計算と見積もり
3　図形
4　数量の関係
5　問題の見方・考え方
	15時間
2学期制：2月上旬～3月上旬
3学期制：2月上旬～3月上旬


	★　算数卒業研究

	ページ
	学習内容
	指導時数

	222～242
	・くふうして簡単に求める算数

・簡単な図に表し，きまりを発見する算数

・たくさんのきまりを発見する算数

・不思議でおもしろい世界をつくる算数

・自然の中にひそむきまりを発見する算数

・図形の性質をさぐる算数

・なぜ，算数をまなぶのでしょうか。
・中学校で学ぶ「数学」の簡単なしょうかい
	時間配当なし


	★　発見！算数島

	ページ
	学習内容
	指導時数

	243～288
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数卒業研究」「発見！算数島」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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